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一般財団法人日本民間公益活動連携機構
資金分配団体様向け研修

評価は、何のために？
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自己紹介

みらいファンド沖縄 評価アドバイザー
ケイスリー株式会社／慶應義塾大学政策・メディア研究科

芸術文化組織・事業の評価
沖縄読谷村在住
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何か質問や問題があれば遠慮なく、
チャットにてお願いいたします
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目的：
実事例をとおし、

実行団体の評価伴走を
よりよく行う際のヒントを得ること
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本日の進め方

1. 評価は、何のために？
2. どうできる？
3. 質疑＋振り返り

※質問はチャットでいただければ、
必要に応じて、合間にお答えします

3０分
10分
15分

計60分
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2. どうできる？
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10分
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現在、資金分配団体として実施する

自団体の評価、
実行団体の評価は、

何のためだと思いますか？
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評価プロセス 目的

事前評価 事業を実施する前に事業の必要性・妥当性を判断すること

中間評価 成果の進捗状況を把握し、事業活動や予算・人材等の資源配
分の見直し、必要に応じて事業計画の改善につなげること

事後評価 アウトカムの達成状況や事業の効率性を検証し、事業の実施
方法の妥当性や課題・成果を振り返ること

追跡評価 事業の中長期的成果や波及効果等の把握、過去の評価の妥
当性等の検証を行うこと

参考：資金分配団体・実行団体に向けての評価指針 （2020年7月改訂版）
一般財団法人 日本民間公益活動連携機構
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参考：Alkin, M. C., & King, J. A. (2016). The historical development of 
evaluation use. American Journal of Evaluation, 37, 568–579.
プログラム評価の理論と方法、資金分配団体・実行団体に向けての評価指針

結果の活用

1

プロセスの活用

2

事業の改良 説明責任 知識生成 広報活動 ロビイ

組織強化・
人材育成
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Case 1

Kid’s door

事業の改良×
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

学習会実施
ボランティア
による会議

アンケート結果の共有

ロジックモデルに基づく
「アクティビティ」改善

⇒報告書への活用
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Case 1

Kid’s door

事業の改良×
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

ポイント
1.ツールを使った迅速な可視化
2.ロジックモデルを通した結果の理解
3.事業に取り組む人と、定例会議でのデータ共有
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Case 2

琉球フィルハーモニック

知識生成× 広報活動
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

他の関係団体への
リーフレット配布
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Case 2
琉球フィル

知識生成× 広報活動
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

プロジェクトの一員と
しての評価支援者
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Case 2
琉球フィル

知識生成× 広報活動
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

→アンケート項目はプロジェクトメンバーの
意見を基にひな形を作成し、チャットでブラッシュアップ

↑毎回の会議で、評価についても共有する時間を設ける
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Case 2

琉球フィルハーモニック

知識生成× 広報活動
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

ポイント
1.評価伴走（実施）者もプロジェクトの一員として参加
2.定例会議で、常に評価の件について共有
3.質問設計等にも、メンバー全員が意見だしをできる

ような機会を設ける
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Case ３

公財横浜市芸術文化振興財団（ACY）

事業の改良× 説明責任
プロセスの

活用

2

結果の活用

1
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Case ３
ACY

事業の改良× 説明責任
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

ジャンルの異なる4団体を採択

ザ・ダークルーム・
インターナショナル

スタジオゲンクマガイヒューマンフェローシップ

YOKOHAMA AIR ACT
実行委員会

4団体が一堂に会す
る定例会議で、評価
伴走者が評価研修、
相談会を実施
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Case ３

公財横浜市芸術文化振興財団（ACY）

© 2021 K-three Inc.

30

組織強化・
人材育成× 説明責任

プロセスの
活用

2

結果の活用

1

ポイント
1.採択団体とのコミュニケーションによる評価設計の更新
2.フレームワークを決め、各団体が自立して実施可能に
3.定性的な情報も、デザインで効果的に
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Case 4

みらいファンド沖縄

広報活動× ロビイ
プロセスの

活用

2

結果の活用

1
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Case 4
みらいファンド沖縄

広報活動× ロビイ
プロセスの

活用

2

結果の活用

1

地域円卓会議の実施
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本日の進め方

1. 評価は、何のために？
2. どうできる？
3. 質疑＋振り返り

3０分
10分
１５分

計60分
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事例を聞いて、
実行団体の伴走に活用できそうだと

思ったことはありますか？
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①事業の中に「組み込む」
②あるもの、簡単なものから使う

③「事業」の議論の機会を持つ



事業
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評価

評価

事業

報告
報告

※中間評価、事後評価に特に活用できる

①事業の中に「組み込む」
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①事業の中に「組み込む」

毎回の学習会の最後に生徒に
数問答えてもらう

ワークショップ後の、
意見交換の声をそのままメモ
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②あるもの、簡単なものから使う

組織内

組織外

未整理 整理済

加工・再整理で活用しやすく

・生徒のカルテ
・形式の異なるアンケート

積極的に活用

・過去のサーベイ結果
・インタビュー結果

優先度は低い

・学校での授業態度

個人情報に気を付けて活用

・学校の成績
・医療機関のデータ

評価を契機と捉え、整理する
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②あるもの、簡単なものから使う

質問は数問に抑える
既に公開されている

インタビュー・広報記事を活用
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設計

測定分析

報告・活用

P

DC

A

①何が課題なのか、
何をして、何が起きているのか
言語化し、紐解いていきます

②測るための「指標」を決め、
具体的に把握していきます

③結果を分析し、使って、
次、どうするかを考えます

事業は何のためか、
改めて問い直す

事業の中で取っている
データを棚卸する

＋本当に見るべきもの作る

再度事業を問い直すため
の材料とする

③ 「事業」の議論の機会を持つ
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③ 「事業」の議論の機会を持つ

事前準備 事後振り返り
マイル
ストン

なぜやるのか？ どうやるのか？
どう判断

できるのか？
何ができたか？

できなかったか？
今後やる時に

何を改善するか？
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本日の進め方

1. 評価は、何のために？
2. どうできる？
3. 質疑＋振り返り

3０分
10分
１５分

計60分
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参考URL

琉球フィルハーモニック報告書：
https://ryukyuphil.org/wp-
content/uploads/2020/04/adca65e77c100b9fd
b15c308c639de3e.pdf

YokohamartLife報告：
https://yokohamartlife.yafjp.org/news/191

https://ryukyuphil.org/wp-content/uploads/2020/04/adca65e77c100b9fdb15c308c639de3e.pdf
https://yokohamartlife.yafjp.org/news/191

